
 

第１号議案 

 

平成３０年度 事業報告 

 

１．通 常 総 会 

 第59回通常総会は，平成30年5月25日（金）アルカディア市ヶ谷において開催し，出席

者は委任状とも1,489名で，定款第17条に規定する定足数に達した。 

 定款第15条の定めにより，本総会の議長は会長がこれにあたるとしており，宇治会長を

議長とし，議事の審議にあたった。 

 

(1) 議  事 

 議事録署名人については，定款第19条により，議長および議長が指名する出席者2名以

上としており，出席正会員の中から井上 晋氏および堤 忠彦氏の2名が指名され，平成29

年度事業報告，同収支決算報告，役員改選はいずれも原案どおり承認議決された。 

また，平成30年度事業計画，同収支予算についての報告があり，いずれも了承された。 

 

(2) 名誉会員推挙 

 石橋忠良殿，野村貞廣殿，宮川豊章殿が名誉会員に推挙された。 

 

(3) プレストレストコンクリート工学会賞授与 

平成29年度（第45回）受賞は，論文賞該当なし，作品賞4件，技術開発賞1件，施工技術賞3件

の計8件である。 

 

○ 論文賞 

該当者なし 

 

○ 作品賞 

（土木部門） 

●  ディンブー―カットハイ橋 ベトナム運輸省第２事業管理局 殿 

三井住友建設㈱  殿 

㈱オリエンタルコンサルタンツ  殿 

パデコ  殿 

日本工営㈱  殿 

㈱日本構造橋梁研究所  殿 

 

（建築部門） 

●  天理駅前広場コフフン（Cofufun） 天理市   殿 

（有）nendo   殿 
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㈱シードコンサルタント  殿 

㈱安井建築設計事務所  殿 

㈱北條建築構造研究所  殿 

大和ハウス工業㈱  殿 

㈱岡德建設  殿 

㈱ピーエス三菱  殿 

 

（建築部門） 

●  新発田市新庁舎 新発田市 殿      

ヨコミゾマコト  殿、小林 靖  殿 

徳渕正毅  殿、竹内篤史  殿 

入澤隆男  殿、河田善裕  殿 

毛利 浩  殿 

 

（改築・改修部門） 

●  山梨文化会館 耐震改修工事 ㈱山梨文化会館 殿 

 ㈱織本構造設計 殿 

三井住友建設㈱  殿 

 

○ 技術開発賞 

●  自走式斜材点検装置 中日本高速道路㈱ 殿 

 

○ 施工技術賞 

● 中央自動車道 沢底川橋補強工事 

中日本高速道路㈱ 八王子支社   殿 

 オリエンタル白石㈱ 殿 

 

● 中国自動車道（特定更新等） 道谷第二橋（上り線）床版取替工事 

西日本高速道路㈱   殿 

 ㈱ピーエス三菱 殿 

 

● 新名神高速道路 塩川橋他１橋工事 

西日本高速道路㈱ 関西支社 新名神大阪西事務所  殿 

 ㈱ピーエス三菱 大阪支店 殿 

 

 

 以上の賞について，宇治会長より作品賞，技術開発賞および施工技術賞受賞者に賞状と

副賞として記念盾がそれぞれ授与された。 
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２．理 事 会 

 通常理事会を10回（8月，2月を除く毎月），臨時理事会を1回（5月）開催した。 

 議事録要旨は会誌の工学会記事欄に記載しており，省略する。 

 

３．会誌等の発行 

  会誌は隔月に6回計21,250部を発行した。 

 

４．委 員 会  

【常設委員会】 

(1) 総務委員会  

総務委員会を10回開催した。平成30年4月に平成29年度事業報告案ならびに同収支決算案

を審議した。6月は役員の職務分担について検討を行った。平成31年3月は，役員人事，名

誉会員推挙について検討し，平成31年度事業計画案および同収支予算案を審議した。 

会員増加推進小委員会では，全国の土木系・建築系教員に対して，入会の勧誘を行った。 

設立60周年記念事業準備小委員会を設立し，会誌61巻2号（記念特集号）ならびに第28

回シンポジウム（記念大会）の企画提案を行った。 

 

(2) 会誌編集委員会 

 委員会を11回（8月を除く毎月）開催した。会誌「プレストレストコンクリート」を年6

回発行した。第60巻4号，6号，第61巻2号は特集号とし，それぞれ「建築特集」，「ＰＣ鋼材

の維持管理技術」，「６０年のあゆみとこれから」を企画特集した。 

 

(3) ナショナルレポート編集委員会 

 平成30年10月にメルボルン（オーストラリア）で開催された第5回 fib コングレスに向

けて，日本を代表するコンクリート構造物を広く海外へ紹介するための冊子「National 

Report of Japan on Structural Concrete – The 5th International fib Congress 2018, 

Melbourne, Australia-」を公益社団法人日本コンクリート工学会（以下，ＪＣＩ）と初め

てとなる共同で編纂したため，ナショナルレポート編集委員会を4回，ＪＣＩとの合同幹事

会を2回開催した。 

 

(4) シンポジウム実行委員会 

 委員会を5回，全体会議を1回，論文審査部会を1回，総務・広報・学術・現地ＷＧを合計

14回開催し，愛媛県松山市の愛媛県県民文化会館（ひめぎんホール）における第27回シン

ポジウムの企画と運営を行った。また，平成31年の開催地を愛知県名古屋市で行うことを

決定した。平成30年12月からは，愛知県名古屋市のウインクあいちで開催する第28回シン

ポジウムの準備に取りかかった。 

 

(5) ＰＣサステナビリティ委員会 

 公表したサステナビリティ宣言に関する参考資料（調査事例やサステナビリティ評価の
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試算結果など）をホームページへ掲載した。会員各位に認識してもらうための広報活動と

して，「サステナビリティ賞」制度の立ち上げについて議論を行った。サステナビリティ宣

言の広報活動と継続的評価および見直しを行っていくため，委員会を2回とWGを2回開催し

た。会誌61巻2号に参考資料の紹介を中心とした内容について投稿した。 

 

(6) ＰＣ技術規準委員会 

 平成30年度は，委員会を2回，幹事会を2回開催した。また，昨年度完成したＰＣ橋の維

持管理マニュアルに関する講習会を東京，大阪，福岡，仙台で開催した。  

 

1）コンクリート構造設計施工規準改訂小委員会 

 コンクリート構造設計施工規準改訂小委員会は，8月に第3回小委員会を開催し，「コンク

リート構造設計施工規準 －改訂版－」の内容等について最終の審議を行った。改訂版発

刊に向けての，最終調整等の作業に関しては，意見照会ならびにメール審議にて行うこと

とし，改訂版発刊に向けての作業は，同小委員会下の作業部会に一任することとした。 

 

2) ＰＣ斜張橋・エクストラドーズド橋設計施工規準改訂小委員会 

 「ＰＣ斜張橋・エクストラドーズド橋設計施工規準」（2009年2月）の改訂小委員会が7

月に発足し，改訂概要，検討課題について委員会を1回，幹事会を3回開催した。幹事会の

もとに4つのＷＧを設置し活動した。 

 

(7) ＰＣ鋼材委員会 

 委員会を開催し，（公社）土木学会 コンクリート標準示方書改定小委員会より，2018

年度改定の示方書（設計編）に関して，プレストレストコンクリートならびに耐久性に関

わる事項を中心に，改定に関する概要説明がなされた。また更新用プレキャストＰＣ床版

技術検討委員会（その２）より，ＰＣ床版に用いる関連技術の概要説明がなされた。その

他，防錆仕様のＰＣ鋼棒，炭素繊維などの紹介，fib Commission 5など国際委員会やISO改

定など国際規準についての報告があり，討議を行った。また，高機能ＰＣ鋼材の概要や適

用事例などについてとりまとめを行った。 

 

(8) ＰＣ技士委員会 

 委員会を1回，各小委員会を7回開催し，第25回プレストレストコンクリート技士試験に

関する諸準備を整え，平成30年10月14日（日）に東京，大阪，福岡の3会場において一斉に

試験を実施し，12月12日に合否の判定を行った。 

 

(9) コンクリート構造診断士委員会 

 委員会を2回，各小委員会ならびに各ＷＧを14回開催した。平成29年度から導入したｅラ

ーニングによるコンクリート構造診断技術講習を実施した。第12回コンクリート構造診断

士試験を平成30年7月8日（日）に東京，大阪，福岡の3会場で実施し，10月12日に合否の判

定を行った。 

－4－



 

(10) ＰＣ技術講習会委員会 

 昨年度よりＰＣ技術講習会小委員会を設置し，講習会のテーマ，講習内容，プログラム

案の答申に基づいて十分に審議し決定した。第47回ＰＣ技術講習会のテーマを「いま求め

られるＰＣ技術」として5題の講演題目を設定した。また，全国9会場において，各地域の

有識者による特別講演を設定した。 

 

(11) 国際委員会 

1) 国際対応小委員会 

「ＰＣ工学会の国際化を進めるための企画・提言を行うこと，ならびに日本のＰＣ技術

を海外へ情報発信すること」を目的に，平成30年度は小委員会を5回開催し，以下の活動を

行った。 

①工学会英文ホームページの更新 

②海外学協会との連携について検討 

③日本のＰＣ技術の海外普及策等についての検討 

 ・規準類の英語化および海外への普及についての検討 

 ・ＰＣシンポジウムの国際化についての検討 

④ fib Commission 1，fib Commission 5に参加 

⑤ミャンマーMOCとの橋梁セミナーの開催（2018年10月30日～31日，ネピドー） 

⑥ベトナムITSTとのワークショップの検討 

⑦ＰＣシンポジウムの海外からの特別講演者招聘計画および対応（講演は代理発表） 

⑧ＰＣ技術講習会テキストの作成および講習会講師 

 

2）国際活動関係 

① fib Presidium 

2018年2月15日，16日，スペインのマドリードにある会長の会社FHECORの事務所で開催

されたPresidium（最高幹部会）に春日昭夫理事が出席，2019年2月15日，16日，スイス

連邦工科大学ローザンヌ校内の fib事務局で開催されたPresidiumに春日昭夫理事が出

席した。 

② fib 総会 

2018年10月7日にオーストラリアのメルボルンで開催された総会に，下村 匠理事，春

日昭夫理事が出席した。 

③ fib 理事会 

2018年10月6日にオーストラリアのメルボルンで開催された理事会に，下村 匠理事，

春日昭夫理事が出席した。 

④ fib 委員会 

2018年2月13日，フランスのパリで開催されたCommission 1に春日昭夫理事が出席し，

2018年10月6日にオーストラリアのメルボルンで開催されたCommission1に春日昭夫理事

が出席した。また，2018年4月14日にスイスのローザンヌで，2018年10月5日にオースト

ラリアのメルボルンで，2018年12月7日にドイツのカールスルーエでそれぞれ開催された 
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fib モデルコード2020の委員会（Commission 10）に春日昭夫理事が副委員長として出席

した。 

⑤ fib コングレス 

2018年10月8日～11日，オーストラリアのメルボルンで開催された fib コングレスに，

本工学会は二羽淳一郎理事を団長，下村 匠理事を副団長として組織された調査団を後

援して会員の便宜を図った。調査団の参加は団長以下25名であった。なお，日本からは

57編もの多くの一般講演とポスターセッションによる発表がなされた。 

 

(12) ＰＣ工学会賞選考委員会 

 第46回（平成30年度）プレストレストコンクリート工学会賞選考のため，2回の委員会を

開催した。平成31年4月2日開催の第2回目の委員会の討議を経て，論文賞1件，作品賞5件（土

木部門2件，建築部門2件，改築・改修部門1件），技術開発賞2件，施工技術賞3件を受賞候

補に選出し，これを4月度理事会に答申した。 

 

(13) ＰＣアーカイブス委員会 

 委員会を2回，3WG(収集整理，システム検討，原稿企画)を計15回開催し，ＰＣ技術のア

ーカイブ化に向けて，ハード・ソフト両面から検討を行い，来年度早々に本工学会のホー

ムページ上に，閲覧用の窓口を設置し，収集できた資料から公開できるように準備した。

また，アーカイブ化の活動の一環として，会誌61巻2号（60周年記念特集号）に「日本にお

けるＰＣのはじまりから黎明期」を寄稿した。 

 

【公募研究委員会】 

(1) ＰＣ複合津波防災構造委員会 

 平成30年度は，委員会を1回，幹事会を4回開催した。津波防災構造物について神奈川県

久里浜海岸地区および鎌倉海岸地区をモデルケースとして，防潮堤の配置案を作成すると

ともに，性能要求事項を明らかにしてＰＣ防潮堤の試設計および津波の河川遡上を防ぐた

めの水門の設置検討を行った。また，両地区の背後地へのＰＣ津波避難施設の配置案につ

いても検討を行った。 

 

【受託研究委員会】 

(1) 更新用プレキャストＰＣ床版技術検討委員会（その２） 

 平成30年3月に策定した「プレキャストＰＣ床版による道路橋更新設計施工要領」の発刊

に伴う講習会を9月18日（火）東京：アルカディア市ヶ谷，9月26日（水）大阪：建設交流

会館，9月28日（金）福岡：天神ビル，10月23日（火）仙台：ハーネル仙台で開催した。参

加者は，延べ363名であった。発刊部数は1,000部である。 

 

(2) 連続繊維補強材のＰＣ構造物への適用に関する委員会 

 連続繊維補強材(ＦＲＰ)の性能および性能照査方法を明らかにするとともに、当該材料

をＲＣ,ＰＣ構造物に採用する場合の設計・施工指針を作成することを目的とした委員会で
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あり，平成30年度は委員会を1回，幹事会を4回開催し，規準の作成，ＦＲＰ品質規格，試

験方法について討議を行った。 

 

(3) 既設ポストテンション橋の再生・補修・補強検討委員会 

 既設ＰＣポストテンション橋のＰＣグラウトの再注入工法および補強用の外ケーブルの

性能および性能照査方法を明らかにするとともに，当該工法を既設ＰＣポストテンション

橋に採用する場合の設計・施工法について，審議し，技術指針を作成することを目的に，

施工会社および材料メーカー15社からの委託を受けて，平成31年１月の理事会で設立が承

認された。平成30年度は，幹事会１回を開催し，今後の検討方針などについて討議した。   

 

５．講習会等事業 

(1) 第46回ＰＣ技術講習会 

 第46回ＰＣ技術講習会は，「日本の誇れるＰＣ技術」をテーマとし，平成30年6月1日（金）

東京：江東区文化センターを皮切りに，6月5日（火）仙台：イズミティ２１，6月6日（水）

大阪：エル・おおさか，6月8日（金）名古屋：ウィルあいち，6月12日（火）高松：ホテル

パールガーデン，6月13日（水）広島：広島市西区民文化センター， 6月15日（金）北海道：

ホテル札幌ガーデンパレス, 6月22日（金）新潟：新潟県自治会館講堂， 6月26日（火）福

岡：福岡国際会議場，の全国９会場において開催した。参加者は，延べ2,060名であった。 

 

  (2) プレストレストコンクリートの発展に関するシンポジウム 

 平成30年11月8日（木）・9日（金）の2日間にわたり，愛媛県松山市の愛媛県県民文化会

館（ひめぎんホール）において，「第27回プレストレストコンクリートの発展に関するシン

ポジウム」を開催した。 

 坂の上の雲ミュージアム館長の松本啓治氏，Former PTI Executive Director Theodore 

L.Neff氏(代理講演 睦好宏史氏)による特別講演と，149題の論文，報告ならびに研究紹介

の発表が行われた。また，37団体による技術展示の実施，ワークショップでは3題が報告さ

れ，さらには，優秀講演賞18名の表彰を実施した。 

 参加者は692名で法人正会員，賛助会員のほか，関係諸団体を合わせて49団体から後援が

あった。 

 

(3）「コンクリート橋・複合橋保全マニュアル」の発刊に伴うセミナー 

 ＰＣ橋の維持管理マニュアル作成委員会により，斜張橋，エクストラドーズド橋および

複合橋も含めた，ＰＣ橋の維持管理に関する具体的な手法を明らかにしたマニュアルを平

成30年3月に策定し，その発刊に伴うセミナーを7月18日（水）東京：アルカディア市ヶ谷，

7月20日（金）大阪：建設交流館，7月24日（火）福岡：天神ビル，9月14日（金）仙台：ハ

ーネル仙台で開催した。参加者は，延べ251名であった。 
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６．資格認定事業 

(1) プレストレストコンクリート技士制度 

1) プレストレストコンクリート技士試験講習会 

 平成30年度のプレストレストコンクリート技士試験講習会を，平成30年9月3日（月），ア

ルカディア市ヶ谷において開催した。受講者は80名であった。 

 

2) プレストレストコンクリート技士試験 

 平成30年度のプレストレストコンクリート技士試験を，平成30年10月14日（日）に東京，

大阪，福岡の3会場において一斉に実施した。 

 受験申込者は297名で，試験の合格者は85名であり，会誌第61巻1号およびホームページ

に掲載発表した。 

 

3）プレストレストコンクリート技士登録 

 平成30年度標記試験合格者の登録者は85名で，登録更新者は1,012名（更新対象者は1,135

名）であった。また，再登録者が36名あり，平成30年度のプレストレストコンクリート技

士登録者は合計1,133名となった。その結果，平成30年度末の有資格者（登録者）は5,286

名である。 

 

(2) コンクリート構造診断士制度 

1) コンクリート構造診断技術講習 

 コンクリート構造診断士試験に先立ち，受験資格として受講が義務付けられているコン

クリート構造診断技術講習（ｗｅｂ上でのｅラーニング講習）を，3月1日から6月29日の期

間，実施した。受講申込者は，229名で，受講修了者は218名であった。 

 

2) コンクリート構造診断士試験 

 平成30年度のコンクリート構造診断士試験を，平成30年7月8日（日）に東京，大阪，福

岡の3会場において一斉に実施した。 

 受験申込者は258名で，試験の合格者は81名であり，会誌第60巻6号およびホームページ

に掲載発表した。 

 

3）コンクリート構造診断士登録 

 平成30年度標記登録者はコンクリート構造診断士79名，コンクリート構造診断士補3名で

あった。コンクリート構造診断士の登録更新者は183名（更新対象者は197名）で，平成30

年度末の有資格者（登録者）はコンクリート構造診断士1,257名，コンクリート構造診断士

補7名である。 
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○事業報告に係る附属明細書について 

平成30年度事業報告には，「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34

条第3項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので，

作成しない。 

平成31年4月 

公益社団法人 プレストレストコンクリート工学会 
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